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ü Supporting

ü Provisioning

ü Regulating

ü Cultural
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樹木による生態系サービス評価ツール

www.itreetools.org

樹木個体数

樹種

樹木被覆

樹種の重要度

バイオマス

葉面積

健康状態

害虫・病気

樹林構造 生態系サービス
供給 (Provisioning)

ü酸素生成

ü生産物(木材、繊維、エタノール)*

調整 (Regulating)

ü大気汚染物質の除去

ü炭素蓄積・固定

ü冷暖房使用量削減

ü雨水流出量の抑制

ü水質浄化

ü蒸発散量

ü紫外線軽減

ü野生生物の生息地・多様性

ü人体の快適度*

文化 (Cultural)

ü景観

ü心理的利益(森林浴) *

*将来的に実装される機能 8



米、加、豪、英国を中心に約3,000件のプロジェクト
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世界でのプロジェクトと協働組織

ENSPEC Environment & Risk

National Research Council

Institute of Agro-Environmental & Forest Biology

•World Bank

•Serviço Florestal Brasileiro

•Secretaria Municipal de Meio 

Ambiente

Source:http://www.itreetools.org/eco/r

esources/Eco_World_User_Map_July

2014.jpg

[Accessed 12/5/2016]

UK Forest Research
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都市森林と生態系サービスの数値化による市民啓蒙、政策決定、
、計画立案、費用対効果分析
ü気候変動への適応

üヒートアイランド現象の緩和

ü樹木被覆量増加のためのシナリオ作成

ü植樹地域の優先順位づけ

ü都市森林の経年モニタリングのためのベースライン策定

üサッカーＷＣ、リオ五輪、国連持続可能な開発会議 (リオ＋20)に向けた都市森
林価値評価

üGI  (樹木被覆、雨庭、緑化屋上、透水性舗装、他)の評価・解析

ü公園再開発プロジェクトにおける便益予測

ü野生生物生息地の保存・改善・増加
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世界での適用例とその目的
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無料提供される10個のツール

HydroLandscape

Species Pest Storm
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i-Tree Eco: 樹木測定データに基づく最も詳細な解析

i- Tree Eco DB

DB

DB

DB

DB

DB
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i-Tree Eco解析結果の簡易なツールへの展開

葉面積インデックス

カウンティ内の都市・非都市部 樹木被覆率

気象・構想気象・大気質測定局

生態系
サービス解析
結果

Landscape
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i-Tree Design: あなたの裏庭の生態系サービスは？

Google Maps に基づいて、裏庭等の樹木による生態
系サービスを算出
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i-Tree Canopy: あなたの近所の生態系サービスは？

Google Mapsに基づいて、任意の範囲の樹木被覆率と
その生態系サービスを算出
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i-Tree Landscape: あなたの地域の生態系サービス比較

Landscape

様々なＧＩＳレイヤーに基づき、地域の生態系サービ
スの比較を多角的に行う。
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大幅カスタマイズによる国内初のi-Tree Eco本格試行

19

日本緑化工学会第47回大会

（2016年10月）
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i-Tree Eco日本版への展望と課題

対応状況と課題

入力データ i-Tree サーバー上の気象、高層気象データ
国立環境研究所環境数値データベース
気象庁過去の気象データ
気象庁生物季節観測データ

Ecoの構成要素
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i-Tree Eco日本版への展望と課題

入力データ ◎

生態系サービス算出モデル

Ecoの構成要素 対応状況と課題



入力データ ◎

生態系サービス算出モデル /

貨幣価値換算パラメータ CO2 216 /t
CO2

0.53 (kg- CO2/kWh)
0.0509 (kg- CO2/MJ)

LP 0.059 (kg- CO2/MJ)

24.33 /kWh
3.5 /MJ

0.37
0.70

VSL (Value of a Statistical Life 
) 4.3

2.36 $/m3
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i-Tree Eco日本版への展望と課題

入力データ ◎

生態系サービス算出モデル /

Ecoの構成要素 対応状況と課題

貨幣価値換算パラメータ /
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i-Tree Ecoロードマップ

Version 2018 -Version 2017Version 2016

•ユーザーインターフェース

刷新

•システムアーキテクチャ変

更

•Forecast ( 将来の樹林構造

及び生態系サービス推定)モ

デル追加

•サポート地域に英国追加

•サポート地域にアラスカ・

ハワイ・プエルトリコ追加

•インターナショナルユーザー

向け機能・サポート拡充

•SNS（Facebook, Twitter ）

との連携

•紫外線軽減量算出モデル

•野生生物生息地モデル

•多言語サポート

•GIによる雨水量削減モデル

•気候変動による樹種シフト

モデル

•気温モデル

•人体の快適度モデル

•土地利用・人口予想モデル

•花粉モデル

•経年変化モデル

•グリーンインデックスモデ

ル

•森林浴モデル

•心理的効果モデル
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人体の快適度 (エネルギー収支)モデル

12/14/2016 25

人体内部で生成
される代謝熱

人体へ吸収され
る太陽放射熱

人体から外部へ
の熱の移流

人体から外部への
蒸発性の熱発散(呼
吸 +  肌から)

人体表面から外
部への放射熱

人体へ吸収され
る地上部からの
放射熱
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都市化に対する対策としてのグリーンインフラ

樹木による生態系サービス評価ツール i-Treeの紹介

i-Tree日本版への展望と課題
ü共同研究

ü発注

www.itreetools.org

üこの講演会の録画をアップロード

üユーザー・サポート

ü技術的資料

日本語でのお問い合わせ：Satoshi.Hirabayashi@davey.com
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まとめ

http://www.itreetools.org/
mailto:Satoshi.Hirabayashi@davey.com
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ご静聴ありがとうございました

28


